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	名古屋大学「名古屋大学方式 女性研究者採用加速育成プログラム」
	■ 名古屋大学における男女共同参画の取り組み
	名古屋大学は、平成11年の男女共同参画社会基本法の公布･施行を受け、大学の重要課題に「男女共同参画」を位置付けるとともに、全学を挙げてその促進に努めてきた。平成15年には全国の大学に先駆け「男女共同参画室」および「男女共同参画推進専門委員会」を設置し、平成17年には女性教員比率の向上を目的とした「ポジティブ・アクション」姿勢を公募人事ホームページで表明した。平成19年には文部科学省科学技術振興調整費に「発展型女性研究者支援名大モデル」が、平成22年には「名古屋大学方式 女性研究者採用加速育成プロ...
	■「名古屋大学方式 女性研究者採用加速育成プログラム」と現在までの取り組み状況
	●「総長管理PIポスト」枠の設置による女性リーダーPI（Principal Investigator）の採用
	総長管理定員を用いた女性枠による理･工･農学系部局合同国際公募を実施し、研究リーダー
	として独立して研究グループを率いる、真に優秀な女性研究者（教授・准教授：PI）の増加をめざしている。
	採用された女性PIは、5年以内に各関連部局の定員へ移行し、空いた総長管理定員を次の「女性PI枠」として再利用することで、循環的かつ継続的に女性PIの増員を図っている。第1回は、「バイオサイエンス分野」という共通分野を設定し、理学･工学･生命農学の3研究科による合同国際公募を実施し、教授1名（理学研究科）を採用、第2回では、「数学･数理科学･情報科学」と分野を併記し、多元数理科学･情報科学の2研究科による合同国際公募を実施し、准教授1名（多元数理科学研究科）を採用、第3回では、「環境学･生命農学」と...
	●若手女性研究者の採用と育成
	平成21年度より運用している「発展型ポジティブ･アクション」（女性研究者の採用または昇進を行った理系部局へのインセンティブとして特任助教（女性限定）雇用のための人件費を支援する女性教員増員策）により、平成23年度までに、環境学･多元数理科学･理学の3研究科に各1名、計3名の助教を採用した。本年度以降も継続的実施により、任期終了後は正規ポストへの移行を前提とする若手女性研究者（助教）採用を加速させる。
	●キャリアアップ、キャリア継続のための全学的支援体制の整備強化
	本プロジェクト実施期間中に採用された新規養成女性研究者には、3年間にわたりスタートアップ研究費を支給する。また、男女共同参画室と高等教育研究センターとの連携により、新規・既在籍を問わず、女性研究者を対象としたメンター制度を導入するとともに、国際学会参加費用の助成、学術雑誌投稿論文の英文校閲費の助成などのキャリア支援を行っている。これら諸事業とあわせ、学内保育所、病児保育、学童保育所をはじめとする子育て環境の整備をはかるとともに、ITを利用した在宅勤務支援システム等により、子育て中の女性研究者がキャ...
	【連絡先】名古屋大学男女共同参画室　室長 束村博子
	（名古屋大学）ポスター縮小版
	名古屋大学方式  女性研究者採用加速育成プログラム


